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1．課題設定

　近年、大学入試は大幅な変貌を遂げつ つ ある。

その具体的な内容は大学によっ て様々 で あるが 、

学力試験の ウ ェ イ トを軽くす る と い う共通 の特徴

を持 っ て い る 。 入学試験に課す科目数を減 らした

り、学力試験を課さな い 推薦入試を導入する大学

が増えて い る の で ある。こ うした傾向の背景 には、

知識偏重 の大学入試が高校以下の 教育をゆがめて

きた とい う反省もあ る。しか し、18 歳人 口の減

少 に危機 を感 じた大学が、生き残 りをかけて 不本

意 に実施して い る側面が強く、入学後 の 大学教育

に支障を来して いると指摘される こ とも多い 。 こ

う し た大学入試の 「軽量化」 は、とりわけ普通科

高校の教育課程を変化させたと考えられる。

　
一
方、高校教育の 改革が多方面で進め られて

い る。生徒の多様化 した能力 ・興味 ・進路な どに

対応するため、  （とくに主要教科の ）必修単

位数を少な くし選択の 余地 を大幅に残す、  単

位制や総合学科を中心 と した特色あ る 学校づ くり

を進め る 、  高校入試の 多様化 （推薦な ど） を

奨励す る とい っ た取 り組みがなされて い る。また

受験競争を緩和 しゆとりを持たせ る目的か ら、卒

業に 必要な修得単位数は減 らされ る傾向にある 。

　 こ う した状況 の変化を考慮すれ ば、普通科高

校に お い て も教育課程 の 「多様化 」 が進んで い る

こ とは間違いない 。 そ の実態が い かなるもの で あ

る かを知る こ と は、大学との接続を考え る うえで

不 可 欠で あ る が、こ れまで 十分 に 研究され て きた

とは言い難い。われわれ の研究 で は、こ うした問

題に取 り組むため の 基礎的な資料を提供した い 。

　 普通科 高校 の 教育課程 における 「多様性」 を

調 べ る場合、大学教育との接続とい う観点か ら、

以下の ような課題が重要で ある 。

  高校の 側がど うい っ た教育課程を用意 して い

　 るか 。

  生徒の側はそれをどう選択 ・履修して い る か。

  大学に 入学した個 々 の 生徒の 選択 ・履修は、

　 受験準備とどう関わ っ て い るか 。 また 、 彼 ら

　 は高校や大学で の学習をどう評価して い る か。

今回の 発表 で は、  の 高校が用意 して い る教

育課程を、具体的なデー
タに基づき実証的に明ら

か に す る とともに、大学との接続 とい う視点か ら、

そ の意味を考察する。

2 ．研究の 枠組み

大幅な科目選択の帰結

　現行教育課程におけるひとっ の 重要な特徴は、

必修単位数が少な く、幅広 い選択の余地を残 して

い る こ とで ある。教科 ・科 目の 総単位が 90 単位

の標準的な授業構成の場合、 制度的には、必修の

38 単位をのぞく 52 単位が自由に決め られる。こ

こ には、教育課程を弾力化 し、個 々 の 生徒の 「多

様性 」 「個性」 に対応 しようとい う意図がある。

　 しか し新制高校発足 当初の教育課程、総合選

択制高校や総合学科に 関する事例報告を参考にす

れば、今 日における 「大幅な科目選択制」 も結局

の と こ ろ 「卒業後 の進路」 に応じた枠づけ、すな

わち コ
ー

ス ・類型制の 導入 と 「学校必修」 に よっ

て決定 されて い るの ではな い か と予想される。

カ リキ ュ ラムの規 定構造

学校におけるカリキ ュ ラム設定の諸要素

　各学校に お い てカリキ ュ ラムがどの ように設定

され て い る かを、以下の 4 点から検討する。

  生徒に履修 ＝ 修得 させ る総単位数。

    の枠内で、どの 科 目を開設 し、どの科目を

　 必修にするか （逆にどの 科 目を生徒 に 選ばせ

　 るか）。
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  必修／選択別 に各科目に割り当て る単位数。

  こ れ らの諸要素を、コ
ース ・類型 （以下、類

　型 と呼ぶ）ごと に どの ように設定して い る か。

3 ．デ
ータ

調査 （教育課程表の収集）の概要 ：

・対象 ：全国の 高等学校から 10％抽出した 537校。
・時期 ：平成 9 年 （1997 年） 5 月 に 当該年度 の教

　育課程表の送付を依頼し、 7 月まで に 回収。

・回収 ：465 校か ら回収 （回収率 86．6％）。今回の

　発表 では、全 日制普通科 （併設校を含む） 348

　校 の うち利用可能で あっ た 330 校のデータを使

　用する。

＊ なお、現在 （1999 年 8 月）まで に 16 都道府県

　の 教育委員会 と各地の高校を訪問 して インタビ

　ュ
ー

調査を実施して い る の で 、そ の 知見 も補足

　的 に 使用する。

私立で は 12 単位以下の学校が全体の 4 分の 3 を

しめ る。選択する内容の ほとんどは、理科と地歴

の選択で あ り、しかもどの科目に絞っ て繰 り返し

学習をするか の 選択で あるにすぎな い。
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4 ．主な分析結果

総単位数

　文部省の 調査 （1994 年実施） に よれば、卒業

に必要な修得単位数は、旧課程か ら現行課程へ

の移行に伴 っ て減少して い る 。しか し、各学校

が生徒に 履修 させ て い る 単位 数はそれ ほど少な

い わ けで はな い。90 単位 に満たない 学校は 2割

に過 ぎず、逆に 95 単位を越える学校は 32％ に

達する。

類型数と分化の時期

　各学校で 用意されて い る類型数の 平均は 2．8

（公立は 2．6、私立は 3．4）でありそれほど多い

わけで はな い。ただし、公立の 12％、私立の 51％

が 1 年次か ら分化させ て い る 。 2年次で は、公

立 の 65 ％、私立 の 81％で類型制を実施。

生徒 に よる 選択 の 可能性

　過去 にお け る 「大幅な科 目選択制 」 と同様、

学習指導要領では必修とされて いない科目の大部

分は、学校必修 （類型必修）に よ っ て定め られ て

い る。また、各学校 （類型）はすべ て の科目を開

設して い るわけではな い 。 つ まり、 生徒に よ る選

択の 前に学校 に よる選択がある。学習指導要領に

記載されて い る 6教科 43 科目の うち、各学校で

開設されて い る の は、平均 29 科目であり、 1類

型あた りの 平均で は 23科目 と さらに少ない。

　個 々 の 生徒 にとっ て選択可能な単位数の 分布

は図 に示 し た通 りで ある 。 公立 で は 16 単位以下、

5 ．考察

　現行教育課程にお い て も学習量そ の もの が大き

く減少したわけで はな い。む しろ特徴的な の は、

限られた狭い 範囲の 内容を繰 り返 し学習 して い る

こ とで ある。ゆ とりを持 っ て 興味 ・関心や個性に

合わせた学習をして い る とも解釈で きる が、生徒

が選択 で きる内容 はほぼ 【進学／非進学】 【分野】

【進学先 （難易度）】【入試科目】の組み合わ せ に

限定さ れ て お り、大学受験準備に特化 して い る （＝

受験シ フ ト）と い う印象を拭えない 。 つ まり大学

入試に対応する限りで の 「多様性」 が用意されて

い る にすぎな い。われわれが行っ た高校教員 へ の

イ ン タビュ
ー

調査の結果も こうした解釈を支持し

て い る。また、硬直したカリキュ ラムへ の分化を

1 年次か ら実施 して い る学校が少な くない こ とも

見逃せな い 特徴で ある。

　高校教育が大学受験 に規定 されて い る こ と自

体 は、以前か ら指摘されて きた こ とで ある。しか

し、かつ ては少なくとも履修科 目の 幅が現在よ り

広く、受験シ フ トは そ れ を前提に行わ れ て い た。

今は 履修自体が受験科目 に特化して い る。さ ら に

問題なの は、大学入試に合わせ て狭 い 範囲に限定

された学習 の 内容が、大学入試 の 軽量化 の ため、

大学教育へ の 適切な準備 に な っ て い な い こ とで あ

る。これは、補習教育を余儀なくされ る 大学が増

え、学生 の学力低下がさかんに言われる こ とにも

現れ て い る。大学入試を媒介とした高校教育と大

学教育の接続を検討す べ き時期にきて い る こ とは

間違い な い。
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